
あ
ま
う
け
　
軒
の
雨
水
を
受
け
る
も
の

雨
承

あ
ま
が
み
　
雨
よ
け
に
使
う
油
紙

雨
紙

う
ん
ぽ
ん
う
ふ
く
　
手
の
ひ
ら
を
上
に
向

け
る
と
雲
に
な
り
、
下
に
向
け
る
と
雨
に

な
る
意
で
、
人
の
心
が
簡
単
に
変
わ
る
こ

と
を
い
う雲
翻
雨
覆

あ
ま
ぐ
る
ま
　
演
劇
で
雨
の
擬
音
を
出
す

道
具雨
車

あ
ま
ご
も
り
　
雨
の
た
め
に
家
に
こ
も
っ

て
い
る
こ
と雨
隠

あ
ま
ざ
ら
し
　
覆
う
も
の
が
な
く
、
雨
の

降
り
か
か
る
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と

雨
曝

あ
ま
ざ
わ
り
　
雨
に
妨
げ
ら
れ
る
こ
と

雨
障
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湧
き
出
づ
る
水
の
重
さ
よ
原
爆
忌
（
下
江
悦
子
）

夏
の
水
は
さ
ら
さ
ら
と
軽
い
が
、
こ
の
水
は
重
す
ぎ
る
。
俳

人
中
原
道
夫
は
「
い
つ
も
な
ら
喜
々
と
し
て
市
民
の
喉
を
潤
す

水
で
さ
え
、
こ
の
忌
ま
わ
し
い
日
ば
か
り
は
、
軽
々
と
出
ら
れ

な
い
重
圧
感
を
感
ず
る
で
あ
ろ
う
。
普
段
荒
使
い
し
て
い
る
水

も
、
こ
の
日
だ
け
は
徒
疎
か
に
し
て
は
い
け
な
い
気
分
に
な
る
」

と
評
す
る
。
こ
の
句
は
、
有
馬
朗
人
他
編
『
水
の
一
句
』（
角

川
書
店
、
２
０
０
３
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

原
爆
は
、
Ｔ
Ｖ
Ａ
で
建
設
さ
れ
た
ダ
ム
の
水
力
発
電
を
利
用

し
、
テ
ネ
シ
ー
州
オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
の
工
場
で
製
造
さ
れ
た
。
１

９
４
５
年
（
昭
和
20
）
８
月
、
軍
都
で
あ
っ
た
広
島
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
た
。

広
島
駅
か
ら
西
へ
下
っ
た
防
府
駅
に
降
り
立
つ
と
、
種
田
山

頭
火
の
像
に
出
逢
え
る
。
山
頭
火
は
裕
福
な
造
り
酒
屋
に
生
ま

れ
た
が
、
家
業
の
倒
産
、
母
親
の
自
殺
、
神
経
衰
弱
症
を
発
症

し
、
深
い
挫
折
感
を
味
わ
っ
た
。
自
ず
か
ら
、
僧
姿
に
変
え
漂

泊
の
旅
に
出
た
。

今
津
良
一
著
『
山
頭
火
と
歩
く
名
水
』（
小
学
館
、
２
０
０
０
）、

竹
内
敏
信
写
真
・
中
島
教
之
エ
ッ
セ
イ
『
山
頭
火
（
第
２
集
）

水
』（
春
陽
堂
、
１
９
９
０
）、
佐
々
木
健
著
『
名
水
紀
行
』（
春

陽
堂
、
１
９
９
２
）
に
は
、

貧
し
さ
は
水
を
飲
ん
だ
り
花
を
眺
め
た
り

風
か
を
る
信
濃
の
国
の
水
の
よ
ろ
し
さ

あ
の
水
こ
の
水
の
天
竜
と
な
る
水
音

と
、
自
由
律
の
句
が
連
な
る
。
山
頭
火
は
無
類
の
酒
好
き
で
飲

み
出
す
と
止
ま
ら
な
い
。
旅
先
で
酒
の
大
失
態
を
演
じ
て
い
る
。

酔
い
ざ
め
の
水
を
さ
が
す
や
竹
田
の
宿
で

落
葉
す
る
こ
れ
か
ら
水
が
う
ま
く
な
る

雨
ふ
る
ふ
る
さ
と
は
は
だ
し
で
あ
る
く

風
、
光
、
水
、
花
、
草
、
山
を
友
と
し
て
歩
く
。
歩
か
な
い

日
は
寂
し
い
と
日
記
に
綴
る
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
捨
て
去
り
、

行
乞
流
転
の
山
頭
火
は
、
日
々
命
の
糧
に
、
全
身
全
霊
で
水
と

対
峙
し
水
を
飲
ん
だ
。
山
頭
火
こ
そ
真
の
吟
行
者
で
、「
水
の

俳
人
」
の
誕
生
で
あ
る
。

死
を
ひ
し
ひ
し
と
水
の
う
ま
さ
か
な

１
９
４
０
年
（
昭
和
15
）
10
月
、
山
頭
火
は
松
山
に
て
逝
去
。

58
歳
で
あ
っ
た
。

俳
句
は
わ
ず
か
十
七
字
で
四
季
の
森
羅
万
象
を
詠
み
上
げ
、

世
界
一
短
い
文
学
で
あ
る
。
倉
田
紘
文
編
『
水
』（
蝸
牛
社
、

１
９
９
１
）
は
、
水
、
こ
の
不
可
思
議
な
も
の
、
水
の
正
体
を

「
激
」、「
寂
」、「
歓
」、「
愁
」、「
時
」
の
五
つ
に
観
察
し
た
秀

句
３
５
０
を
選
ん
で
い
る
。

澄
む
水
に
紫
色
の
熱
帯
魚
（
星
野
椿
）

水
澄
み
て
四
方
に
関
あ
る
甲
斐
の
国
（
飯
田
龍
太
）

神
輿
来
て
ま
た
神
輿
来
て
水
を
浴
ぶ
（
二
宮
耕
作
）

昃
れ
ば
春
水
の
心
あ
と
も
ど
り
（
星
野
立
子
）

湧
く
か
ら
に
流
る
る
か
ら
に
春
の
水
（
夏
目
漱
石
）

水
の
源
で
あ
る
雨
、
雪
、
風
の
句
も
あ
る
。
大
野
雑
草
子
編

『
雨
・
雪
・
風
を
詠
む
た
め
に
』（
博
友
社
、
１
９
８
６
）
は
、

次
の
よ
う
な
雨
の
句
に
、
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。

喝
采
の
ご
と
板
橋
を
喜
雨
渡
る
（
千
葉
菁
実
）

雨
男
く
る
夕
ぐ
れ
の
サ
ン
グ
ラ
ス
（
中
田
多
喜
子
）

雨
女
ば
か
り
の
旅
や
花
馬
酔
木
（
上
井
み
ど
り
）

さ
ら
に
、
水
の
自
然
現
象
を
カ
ラ
ー
写
真
で
捉
え
た
ネ
イ
チ

ャ
ー
・
プ
ロ
編
集
室
『
水
の
こ
と
の
は
』（
幻
冬
舎
、
２
０
０
２
）

は
、
俳
句
や
短
歌
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

斉
藤
夏
風
著
『
河
』（
飯
塚
書
店
、
１
９
９
６
）
に
、

た
ん
ぽ
ゝ
や
長
江
濁
る
と
こ
し
な
へ

北
上
は
南
部
の
大
河
草
を
焼
く

大
川
の
月
を
う
つ
し
て
年
は
逝
く

と
、
山
口
青
邨
の
句
が
あ
る
。

川
の
流
れ
は
、
人
の
心
を
癒
し
て
く
れ
る
。

歌
人
斉
藤
茂
吉
は
、
東
京
青
山
の
自
宅
を
空
襲
で
全
焼
、
さ
ら

に
好
戦
的
な
歌
を
詠
ん
だ
と
し
て
、
世
の
非
難
を
受
け
、
失
意

の
ど
ん
底
に
あ
っ
た
。
山
形
県
大
石
田
町
へ
移
り
住
み
、
最
上

川
の
辺
で
過
ご
し
た
。



39

水・河川・湖沼関係文献研究会 こが くにお 古賀邦雄　
1967（昭和42）年西南学院大学卒業、水資源開発公団（現・独立行政法
人水資源機構）に入社。30年間にわたり水・河川・湖沼関係文献を収集。
2001年退職し現在、日本河川開発調査会、筑後川水問題研究会に所属。

あ
ま
ば
き
　
雨
水
を
流
し
や
る
所
　
ま
た

雨
水
の
滞
ら
ず
流
れ
る
様

雨
吐

あ
ま
は
け
　
雨
水
の
つ
ま
ら
な
い
で
良
く

流
れ
る
こ
と
　
ま
た
そ
の
所

雨
疏

ぼ
う
う
せ
ん
き
ゅ
う
　
有
人
の
来
訪
を
喜

ん
で
も
て
な
す
こ
と
　
雨
を
冒
し
て
畑
に

出
て
ニ
ラ
を
摘
み
、
ご
馳
走
を
作
る
意
か

ら冒
雨
剪
韭

し
っ
ぷ
う
も
く
う
　
非
常
に
苦
労
す
る
こ

と
の
た
と
え
　
風
雨
に
も
め
げ
ず
よ
く
働

く
こ
と
　
櫛
風
は
風
が
髪
を
く
し
け
ず
り
、

沐
雨
は
雨
が
体
を
洗
う
こ
と

櫛
風
沐
雨

や
う
た
い
し
ょ
う
　
強
大
や
有
人
の
間
柄

が
親
密
な
こ
と
　
夜
、
雨
の
音
を
聞
き
な

が
ら
寝
台
を
並
べ
て
仲
良
く
寝
る
様

夜
雨
対
牀

此
の
岸
も
彼
の
岸
も
共
に
白
く
な
り
最
上
の
川
は
お
の
づ
か
ら
な
る

最
上
川
の
上
空
に
し
て
残
れ
る
は
い
ま
だ
う
つ
く
し
き
虹
の
断
片

は
る
か
な
る
源
を
も
つ
最
上
川
波
た
か
ぶ
り
て
い
ま
海
に
入
る

茂
吉
は
最
上
川
の
流
れ
を
凝
視
し
、
や
が
て
精
神
的
な
安
定

を
取
り
戻
し
、
創
作
意
欲
も
蘇
っ
た
。
小
平
博
之
カ
メ
ラ
、
板

垣
家
子
夫
文
『
白
き
山
と
最
上
川
』（
講
談
社
、
１
９
７
６
）
に

は
、
茂
吉
の
最
上
川
讃
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

茂
吉
と
同
様
に
、
北
原
白
秋
も
古
里
柳
河
の
水
に
限
り
な
い

安
ら
ぎ
を
受
け
た
。
柳
河
は
、
矢
部
川
の
支
流
二
つ
川
を
取
り

入
れ
、
街
中
を
縦
横
に
貫
流
し
て
沖
の
端
川
に
流
れ
、
有
明
海

に
入
る
。
北
原
白
秋
詩
歌
、
田
中
義
徳
写
真
『
水
の
構
図
』（
ア

ル
ス
、
１
９
４
３
）
に
「
水
卿
柳
河
こ
そ
が
我
が
詩
歌
の
母
體

で
あ
る
。
こ
の
水
の
構
図
、
こ
の
地
相
に
し
て
、
は
じ
め
て
我

が
體
は
生
じ
、
我
が
風
と
な
っ
た
」
と
、
１
９
４
２
年
（
昭
和

17
）
10
月
に
遺
書
め
い
た
端
書
き
を
記
す
。
そ
の
１
ヶ
月
後
、

57
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

我
つ
ひ
に
還
り
来
に
け
り
倉
下
や
揺
る
る
水
照
の
影
は
あ
り
つ
つ

柳
河
は
城
を
三
め
ぐ
り
七
め
ぐ
り
水
め
ぐ
ら
し
ぬ
咲
く
花
蓮

水
の
べ
は
柳
し
だ
る
る
橋
い
く
つ
舟
く
ぐ
ら
せ
て
涼
し
か
り
に
し

古
典
和
歌
に
お
け
る
水
辺
の
歌
を
論
じ
た
高
岡
市
万
葉
歴
史

館
編
『
水
辺
の
万
葉
集
』（
笠
間
書
院
、
１
９
８
８
）
は
、
明
日

香
川
に
寄
せ
る
哀
歌
、
熱
田
津
と
万
葉
集
、
見
れ
ど
飽
か
ぬ
河

か
も
、
河
洛
の
女
神
、
越
中
水
辺
の
歌
人
家
持
、
能
登
の
川
瀬
、

茨
田
堤
の
ウ
ケ
ヒ
（
祈
願
）、
佐
保
川
の
川
畔
の
邸
宅
と
苑
池

な
ど
の
内
容
か
ら
な
る
。
大
久
間
喜
一
郎
は
万
葉
集
全
十
巻
２

３
５
４
首
の
う
ち
、
水
辺
の
歌
が
５
８
７
首
と
４
分
の
１
を
占

め
る
と
、
分
析
し
て
い
る
。

巻
向
の
山
辺
響
み
て
往
く
水
の
水
沫
の
ご
と
し
世
の
人
吾
は

（
巻
七
・
１
２
９
６
）

こ
の
歌
に
つ
い
て
「
川
水
が
人
に
世
の
無
常
を
教
え
、
己
の

人
生
を
深
く
考
え
さ
せ
る
と
い
う
の
は
不
思
議
で
あ
る
」
と
論

じ
る
。
大
森
亮
尚
あ
き
ひ
さ

著
『
本
朝
三
十
六
河
川
』（
世
界
思
想
社
、
１

９
８
９
）
に
も
、
万
葉
集
か
ら
の
、
川
を
舞
台
と
し
た
人
間
模

様
が
描
か
れ
て
い
る
。

川
の
流
れ
は
よ
く
人
生
に
譬
え
ら
れ
る
。
上
流
は
青
年
、
中

流
は
中
年
、
下
流
は
老
年
、
や
が
て
海
へ
辿
り
着
く
。

現
代
短
歌
の
大
滝
貞
一
編
著
『
四
万
十
川
秀
歌
百
選
』（
高
知

新
聞
社
、
１
９
９
７
）
は
、
四
万
十
川
短
歌
大
会
に
お
け
る
受

賞
作
品
を
収
録
す
る
。

シ
・
マ
ム
タ
の
ア
イ
ヌ
語
を
思
う
四
万
十
川
岸
辺
の
菜
の
花
陽
に

耀
え
り
（
山
ノ
内
房
子
）

沈
下
橋
く
ぐ
り
て
下
る
屋
形
船
霧
雨
を
暮
れ
に
誘
ひ
こ
み
た
り

（
斎
藤
洋
子
）

終
わ
り
に
、
道
浦
母
都
子
著
『
水
辺
の
う
た
』（
邑
書
林
、
１

９
９
１
）、
同
『
水
辺
の
う
た
パ
ー
ト
II
』（
１
９
９
５
）
を
掲

げ
る
。

君
の
言
う
核
戦
争
の
そ
の
あ
と
を
流
れ
る
水
に
な
ら
ん
か
我
と

（
俵
万
智
）

川
浅
く
な
り
た
る
街
を
今
日
は
行
く
夕
べ
さ
び
し
き
広
島
の
鐘

（
近
藤
芳
美
）

マ
ッ
チ
擦
る
つ
か
の
ま
海
に
霧
ふ
か
し
身
捨
つ
る
ほ
ど
の
祖
国
あ

り
や
（
寺
山
修
司
）

い
ず
れ
の
歌
も
、
水
を
媒
介
と
し
て
個
人
と
国
家
の
在
り
方

を
心
の
底
か
ら
問
う
て
い
る
。
こ
の
書
に
、
高
野
公
彦
の
〈
汚

れ
た
る
江
戸
川
愛
し
と
日
々
に
越
ゆ
川
は
自
ら
汚
れ
し
に
あ
ら
ず
〉

の
歌
に
は
愕
然
と
し
た
。〈
川
は
自
ら
汚
れ
し
に
あ
ら
ず
〉
と

言
い
切
っ
た
と
こ
ろ
に
、
あ
ら
ゆ
る
水
問
題
が
凝
縮
さ
れ
て
い

る
か
ら
だ
。
水
問
題
は
、
水
質
と
水
量
に
つ
き
る
と
思
う
。

高
浜
虚
子
生
誕
１
３
０
年
を
記
念
し
て
、
２
０
０
４
年
（
平

成
16
）
２
月
、
芦
屋
市
の
虚
子
記
念
館
に
て
、
１
３
０
人
の
俳

人
達
が
集
ま
っ
て
、
和
歌
山
県
の
那
智
の
滝
の
自
然
を
守
ろ
う

と
い
う
「
那
智
の
森
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

俳
人
達
も
日
常
生
活
の
利
便
性
に
よ
る
環
境
の
危
機
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
て
い
る
。「
自
然
は
自
ら
汚
れ
し
に
あ
ら
ず
」
と
。




